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【時間変更に伴う再リリース】 

 

平成２５年９月２０日 

 

報道関係各位 

 

信州まつもと旬弁当(駅弁)開発事業 

取材のお願い 
 

拝啓 盛夏の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。日頃は大変お世話になってお

ります。貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本学の総合経営学部観光ホスピタリティ学科では、JA、松本市、イイダヤ軒、(株)ステーシ

ョンビル MIDOR と共同で、松本の食材を使った駅弁「信州まつもと旬弁当」の開発事業に取り組んで

います。 

本プロジェクトでは、5月から 3回ワークショップを開催し、コンセプト等を議論し、その結果をも

とにして 7月 15日に松本駅において観光客等約 300人を対象にアンケート調査を実施し、駅弁に対す

るニーズの把握を行ないました。さらにアンケートの集計の結果を踏まえて、8/29(木)には食材の試

作を行ないました。 

現在、これまでの結果を踏まえ、イイダヤ軒において弁当の試作をおこなっています。今回の会議

で、2～3 種類程度の弁当の試作品について、比較検討を行ない、最終的な旬弁当の内容を決定する予

定です。つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、報道関係各社様を通して、地域の皆様に広

くご紹介いただきたく、取材方よろしくお願いいたします。 

敬具  

記 

 

日 時：平成２５年９月２４日(火) １４：００～(※先日１３：００でご案内) 

場 所：ホテル飯田屋２F (長野県松本市中央１−２−３) 

参加者：JA・松本市等 10名、観光ホスピタリティ学科学生 

内 容：試作品の検討・パッケージの検討・販売に向けての日程等の確認 

共同開発：JA、松本市、イイダヤ軒、(株)ｽﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾙ MIDORI、松本大学 

 

以上 
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[ 別紙 ] 

信州まつもと旬弁当(駅弁)開発事業概要 

１ 目的 

松本市は、農畜産物の総合供給産地として発展し、多品目の農畜産物が生産されています。 

大消費地では、全国各地の農畜産物がスーパー等に並び、産地より価格で購入される消費者が多

くを占める現状にあります。 

消費者に選ばれ、信頼される産地となるため、この産地特性を活かし、購入者の多くが県外消費

者となる駅弁を地元農畜産物のみで開発、販売することにより、農畜産物の総合供給産地であるこ

とのＰＲ、そのＰＲ効果から地元農畜産物の消費拡大を進めるものです。 

なお、開発にあたっては産学官連携で取組み、２か月間の限定販売とします。また、購入した消

費者へのアンケート調査を行い、次年度以降コンビニ弁当、スタめし(松本山雅ＦＣ)等新たな展開

の参考とします。 

 

２ 具体的内容 

 (１)事業内容 

(ア) 松本大学(予定)と連携し、信州プレミアム牛肉、松本一本ねぎなど松本産食材を使用した新

たな駅弁を開発する。また、開発にあたっては地元消費者の意見も取り入れる。 

(イ) ＪＲ指定のイイダヤ軒(予定)と連携し、商品化に取組む。商品化にあたっては、信州プレミ

アム牛肉、松本一本ねぎなど一般食材に比べ地元食材の価格が高い場合、その差額の 1/2 を

支援する。 

(ウ) ＪＲ松本駅において、10月から 11月の２ヶ月間 1,000 個の限定販売（JR 内諾済）に取組む。 

松本駅の駅弁販売数は、シーズンによって 250 食/日、週末には 500 食/日以上売れ、平均で 7,000 食/

月以上となる。 

(エ) 「地元の食材によるこだわり弁当」として販売し、駅弁全体売上数の７％を目指す。 

(オ) 駅弁の中に返信用のアンケートはがきを入れ、調査結果を次年度以降の駅弁開発の参考とす

る。 

 (２)モデル的である理由 

ＪＡが主体となる駅弁開発はあまり例がない。また、産学官連携した駅弁開発には話題性もあり、

アンケート調査を次の商品開発に活かすことで商品のレベルアップも図られる。 

(３)発展性のある理由 

駅弁はバリエーションがあり、次年度以降もシーズンごとなど事業の拡充が見込める。また、弁

当は、コンビニ弁当、スタめし（松本山雅ＦＣ）等の新たな販路も見込める。 

 


